
女性の職業的自立と
包括的キャリア教育・キャリア支援

―昭和女子大学の実践ー
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シンポジウム：女性のキャリア教育・キャリア支援の最前線
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＜事例＞
英語コミュニケーション学科のキャリアデザイン・ポリシーと

目指す職業と履修プログラム
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キャリア教育の体系化

■2011年度よりキャリアコア科目を開設・2科目必修化
①「キャリアデザイン入門」 （1年次後期・必修）
②「女性の生き方と社会」
「女性とキャリア形成」 （2年次前／後期・1科目を選択必修）

③「企業と社会のルール」 （３年次・４年次後期・選択）

■「女性の生き方と社会」「女性とキャリア形成」に含む講義内容

1. 現代の女性のライフコース・ライフスタイル・女性の意識
2. 女性の就業・女性の労働の現状
3. 女性（男性）の就業と生活を支える社会システム・法・制度
4. 今、求められる人材・就業力・キャリア形成と適職・職業選択
5. 社会人メンター制度を活用し、ロールモデルとしてメンターに

よる講義・パネルを取り入れる。
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キャリア支援プログラム(就職活動支援)

■年間150以上の就職活動支援講座を開催
就職ガンダンス、就職活動準備講座、ＳＰＩ試験対策講座、採用選考対策講座、

仕事を知るシリーズ、業界研究セミナー、学内合同企業説明会

■学生一人ひとりへの個別支援を重視
個別面談 １回50分 2015年度実績：5,168件
ライティングサポート(ＥＳ・履歴書文章指導) 1回50分 同上 970件

■インターンシップ の拡充
2002年度から開始

2005年度から単位認定

2015年度実績 277事業所

571人が参加

2011         2012   2013 2014 2015 6



社会人メンター制度

■2011年度からスタート

■現在、約330人の女性メンターが登録
公募で選ばれた社会人女性

■学生とメンターが交流する３つのプログラム
個別メンタリング：学生がその都度希望のメンターを検索し

１対１で面談(1回 45分)

メンターカフェ：テーマを設定し学生30人程が3人のメンター
を囲みお茶を飲みながら懇談(月1回 90分)

メンターフェア：昼休みに学生ロビーでメンター10人程が各

テーブルで待機。学生は自由に懇談(月2回)
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社会人メンター制度の利用状況ー2015年度ー
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2015年度プログラムごとの参加学生延数 合計 1681人
個別メンタリング 576人，メンターカフェ 225人，メンターフェア 880人

2年次キャリアコア科目と連携、メンター制度利用後、レポート提出で加点



「優良企業ランキング」の発表

■ 「就業継続・WLB指標」(7項目)と「キャリア・フレキシブルワーク指標」(9項目)に
よって企業を評価 （女性文化研究所 企業評価チームが実施）

■ 2013年11月～2016年1月までに5回に亘り、13業種を評価、「優良企業名」を公表
女子学生へのメッセージ 企業選びの視点・方法を知って欲しい！
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昭和女子大学の就職率

■2016年3月卒の就職実績
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高い就職実績は学生たちのがんばり
＆ 包括的なキャリア教育・キャリア支援の成果か



■包括的キャリア教育・キャリア支援

本学のキャリアコア科目を中心としたキャリア教育、就職活動支援を主目的とす
るキャリア支援プログラム、生きた経験から人生の選択肢を学ぶ社会人メンター
制度が有機的に連携しながら、初職を起点として学生個々人の社会的・職業的
自立に結実していく体系の総体を指している。

■昭和女子大生の「職業的自立」への指向

「ライフコース選択」 と 「キャリアデザイン」から探る

女性の職業的自立と

ライフコース選択・キャリアデザイン
～昭和女子大学のキャリア教育・キャリア支援を検証する～
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昭和女子大生の「ライフコース選択」

■同年代未婚女性に比べ「両立コース」の比率がかなり高い
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■予定のライフコースとは
実際になりそうだと考えるライフコース
■集計対象
18～34歳の未婚者
■調査実施年 2010年

「第14回出生動向基本調査：独身者調査」にみる若年未婚女性のライフコース選択



「キャリア科目」の履修 と 「ライフコース選択」
■ライフコース選択の契機は「キャリア科目の履修」が多い
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■社会人メンターとの直接の対話は職業的自立への意識を喚起
メンタープログラムへの参加が「両立コース選択」に有意に影響

（単位：％）

カテゴリー名

1期生
2011年度
入学者

（N=427）

2期生
2012年度
入学者

（N=300）

キャリア科目 34.0 34.0

キャリア支援センターの就職活動支援講座 14.1 13.3

アルバイト 14.1 19.3

学科の専門科目 11.0 16.0

インターンシップ 7.3 6.7

キャリア科目以外の一般教養科目 5.9 2.0

学科が主催する卒業生の話を聞く会など 4.7 3.3

社会人メンター制度の活用 4.4 2.3

クラブ・サークル 2.6 1.0

ボランティア・サービスラーニング 0.7 1.0

キャリア支援センターの個人面談 0.7 1.0

光葉キャリア塾 0.7 0.0

全体 100.0 100.0

表2-2　3年生がライフコースを描くきっかけ（M.A) 表2-3　2013年度入学者（第3期生）のライフコース選択の契機
(単位：％）

３期生・前期 ３期生・後期
履修後 履修後
N=334 N＝325

キャリア科目 56.0 41.5
学科の専門科目 16.2 25.2
アルバイト 9.9 12.3
社会人メンター制度の活用 6.9 8.0
キャリア科目以外の一般教養科目 4.2 4.6
ｷｬﾘｱ支援ｾﾝﾀｰの就職活動支援講座 2.7 1.2
学科が主催する卒業生の話を聞く会など 0.9 1.8
キャリア支援センターの個人面談 0.6 1.8
クラブ・サークル 1.2 1.5
ボランティア・サービスラーニング 0.6 0.9
インターンシップ 0.9 0.9
光葉キャリア塾 0.0 0.0
全体 100.0 100.0

カテゴリー名



昭和女子大生の「キャリアデザイン」
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＜その特徴＞

❒正規雇用の仕事・両立できる
仕事、中小企業でも自分を生
かせる職場を指向

❒大企業志向・管理職指向は
低い．

❒ＷＬＢ指向が非常に強い
❒経済的自立志向は必ずしも高

くない．
❒家庭生活における男女平等指
向はそれほど高くない

職業的自立の達成には不安

■昭和女子大生のキャリアデザインは「優良企業ランキング」 の
「タイプⅣ：出産・育児を越えてしなやかに就業継続」企業に対応



❒本学のキャリア教育・キャリア支援の実践は、女性の社会的・
職業的自立を目指す「キャリアデザイン・ポリシー」に照らして、
未だ道半ばである．今後、それぞれの領域（制度）が一層、洗
練化されなければならない．

❒「キャリア科目」の履修、社会人メンター制度の利用、インター
ンシップ体験等からの気づきや学びがどのように統合されて、
ライフコース選択やキャリアデザインの形成に作用し、社会的・
職業的自立の方向へと向かわせるのか、そのプロセスの解明
がさらに必要である．

❒男女共同参画社会を担う人材育成の観点から、キャリア教育・
キャリア支援は、女性リーダーの育成にもっと積極的に取り組
まなければならない．

今後の課題
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